
原 強 プ 第 ２ ２ 号 

平成２２年１０月８日 

 

島 根 県 知 事  溝 口 善 兵 衛 様 

 

                       中国電力株式会社 

取締役副社長 

原子力強化プロジェクト長 

苅 田 知 英 

 

 

 

島根原子力発電所における保守管理の不備等に関する 

再発防止対策の進捗状況について（報告） 

 

 

 

平成２２年９月１２日に開催された，第２回原子力安全文化有識者会議の議事概要

および再発防止対策の進捗状況について，平成２２年３月３０日付け消防第２７３８

号の申し入れに基づき，添付資料のとおりご報告いたします。 

  

 

 

添付資料 

添付－１ 第２回原子力安全文化有識者会議の議事概要について 

添付－２ 直接原因に係る再発防止対策の有効性評価（平成２２年９月３０日現在） 
添付－３ 根本原因に係る再発防止対策の進捗状況（平成２２年９月３０日現在） 

 

 

以上 

 

 



第２回原子力安全文化有識者会議の議事概要について 

 
○ 開催日時 平成２２年９月１２日（日）１３時３０分～１６時４０分 

○ 開催場所 中国電力株式会社 島根支社５階集会室 

○ 出席者 〔地元委員〕浅沼委員，石原委員，亀城委員，曾我部委員，前田委員，三好委員 

      〔一般委員〕宇於崎委員，首藤委員，中谷内委員，樋口委員 

      〔社内委員〕苅田原子力強化プロジェクト長，松井取締役副社長，清水常務取締役 

○ 議事概要 

１．開催挨拶 

苅田原子力強化プロジェクト長から，本会議を今回から公開した趣旨を説明のうえ，委員の皆

さまのご理解とご協力にお礼申し上げるとともに，前回ご意見を踏まえて整理した当社の安全文

化醸成施策の実効性を高めるためのご意見を頂きたい旨をお願いした。 
 

２．出席委員の確認 

事務局より参加委員の確認および増田委員の欠席を案内した。 
 

３．議事 

（１） 再発防止対策他の進捗状況について 

資料に基づき，再発防止対策他の進捗状況を説明した。 
主な意見は，以下のとおり。 

（不適合管理について） 

・不適合件数が増えること自体は良いこと。一方で，社員負担の軽減も考えないと続かない。

重要なものと軽微なもので報告様式を変え，軽微なものの負担を軽くすることで，不適合

を上げやすくすることが大切。 

・不適合管理の状況については，件数だけでなく，内容や質についても分析して評価するの

が，仕組みの検証には有効。 

また，不適合管理の結果を，役に立っていることがわかるよう社員にフィードバックする

ことが重要。 

・不適合事象については，現れた事象や対策だけを検討し，公表するだけでなく，その原因・

背景まで検討し，公表することで信頼が得られる。 

・重要度やクラスの定義が不明確なまま・理解されないまま公表・報道されると不安だけが

膨らむので，発表の都度説明をつけてもらいたい。 

（内部監査について） 

・内部監査にあたっては，コミュニケーションの実態とか，不適合判定の状況とか，現場監

査を充実してもらいたい。 

（ＳＮＳ※による社員の声の吸い上げについて） 

・ＳＮＳの運用にあたっては，できるだけ意見が出やすいような工夫が必要。また，一見業

添付－１ 



務上の大きな問題ではないことも気楽に書き込めるようにすることで，大きな問題の兆候

をつかむことができる。 

 
※SNS：参加するユーザーが互いに自分の意見を公開しあいながら，幅広いコミュニケーシ

ョンを取り合うことを目的としたコミュニティ型のＷｅｂサイトのこと。 
    部門・業務をまたいで情報共有する目的で社内向けに応用し，導入する企業が増え

ている。 
 

（２） 原子力安全文化醸成施策について 

資料に基づき，原子力安全文化醸成施策について説明した。 
主な意見は以下のとおり。 

（業務量と要員について） 

・問題は技術系社員の要員不足であったことを考えれば，戸別訪問等は，全社を挙げてのお

詫びということで，社内他部門から動員し，発電所のスタッフに余裕を持たせることが大

切ではないか。あるいは，対策のための会議でまた忙しくなるということはないか。一人

加えるだけでも業務は円滑に動くようになるし，逆にその一人を欠いたがために全く動か

なくなることもある。原因箇所はきちんと補強されたい。 

・社員全員にゆとりがないというのは，即，ミス，事故につながるのではないか。スピード

を持った対策が必要。 

（組織体制について） 

・現場は日々の仕事もあり変革への対応は難しい。今回の対策の全体の責任主体を明確にし

たうえで，変革を強く進めるリーダーシップを取るマネジメントが必要。 

（安全文化醸成施策について） 

・地域貢献が悪いわけではないが，ルールを守ることが大切だという意識が根付いたなら「感

じよう地域の思い 聴き取ろう地域の声 取り戻そう 地域の信頼」というスローガンは

選ばれないのではないか。 

・他部門・他地区の社員が，原子力発電所を見に来る機会を増やすべきではないか。そうす

ることで，原子力発電所の現状を理解することが必要ではないか。 

・見て初めて分かることがある。柏崎刈羽原子力発電所ではプラントが停止している機会を

利用して社員・その家族が１万人以上見学会に参加したという話も聞く。停止している機

会を利用して幅広く見てもらう施策を考えてもらいたい。 

・協力会社にも，責任者から担当者まで話が伝わるようにしてほしい。 

・ 社内での安全文化醸成は，やはりルールの整備とそれを守るところから始まる。制度や仕組

みをしっかりすべき。 

 



（情報公開について） 

・技術的な説明を分かりやすくする，必要な補足説明をつけることが大切。また，説明の際

に，数字ではなく身近な例で比較できるものを取り上げながら説明するなどの工夫が理解

を助ける。 

・電力も行政も住民の知りたいことを伝えていない，あるいは伝えているつもりが１割か２

割しか伝わっていない。 

・技術系の方に話をしてもらえることで，分かりやすいということがあるし，分かりやすく

話すことの大切さを感じてもらいたい。 

・点検不備は個々の機器の説明はあるが，システム全体への影響の説明がない。小さな劣化

が数積み重なるとどうなるのかというような説明が必要。例えば，止める，冷やす，閉じ

込めるという３つの安全機能への影響という観点で直感的に分かるように説明して欲しい。 

（地域との対話について） 

・戸別訪問をコミュニケーションにつなげるには，継続することが大切。 

・鹿島町や島根町だけでも，自治会や公民館等で機会があれば話をしてもらいたい。顔を合

わせて話をすれば，信頼も回復するし，嘘もつけなくなると思う。 

・清掃活動も，地元自治会が一緒に出て，清掃後に３０分でもコミュニケーションの時間を

持つようにしたい。 

（安全対策について） 

・信頼には３つの要素がある。①能力，②誠実さ，③価値の共有。信頼回復に必要なのは，

そのどれかを考えて対策を進める必要がある。 

 

４．閉会あいさつ 

   苅田原子力強化プロジェクト長より，委員の皆さまの活発な意見・提言にお礼を述べるとと

もに，次回以降の会議への協力を依頼した。 

以上 
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